
「地域における公益的な取組」事例（令和元年度 №3） 

 

●地域ケア会議を通じて地域の課題把握 

社会福祉法人共生福祉会では、地域ケア会議を通じて、『郡山市街の東に位置する中田町の交通の便が 

悪く、コミュニティバスの運行を行政に要望しているが、なかなか実現しない』という課題を把握し、

そこをカバーする取り組みをすることにしました。 

●施設の送迎車を有効活用 

買い物の移動手段がなく困っている郡山市中田町にお住まいの高齢者を対象に２０１８年４月から事 

業を開始しました。施設の送迎車を活用し、自宅まで迎えに行って、イトーヨーカドーで買い物をして

再び自宅までお送りする事業で、月1回実施しています。買い物の後は、荷物が重かったりするので、

職員が自宅の中まで荷物を届けています。事業実施にあたっては、中田町行政センター、地域の民生委

員、郡山東部・中田地域包括支援センターの方々に周知活動に協力していただきました。 

  

●施設・法人の強みを生かして、プラスアルファの取り組み 

利用者が少しずつ増えてきて、現在は、７名が利用しています。毎回、ケアハウスの施設長が施設の 

送迎車を運転し、生活相談員が添乗することで、安心してご利用いただいています。季節によっては、

買い物の帰り道に花見をするなど、買い物だけではない支援をしています。利用されている方をはじめ、

行政や民生委員の方からも感謝の言葉をいただいており、職員の「やりがい」に繋がっています。 
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